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県
入
札
制
度
等
監
視
委
員
会（
伊
藤
宏
委

員
長
）の
県
入
札
制
度
に
対
す
る
意
見
聴
取

が
12
月
１
日
、福
島
市
の
杉
妻
会
館
で
行
わ

れ
、
県
総
合
設
備
協
会（
大
槻
博
太
会
長
）

は
、今
年
度「
地
域
の
守
り
手
育
成
型
方
式
」

と
し
て
試
行
が
始
ま
っ
た
指
名
競
争
に
つ

い
て
、地
域
内
の
事
業
者
数
を
勘
案
し
た
柔

軟
な
運
用
を
要
望
。総
合
評
価
方
式
は
農
林

水
産
、土
木
両
部
以
外
の
部
局
で
も
１
億
円

未
満
の
小
規
模
工
事
に
適
用
を
拡
大
す
る

よ
う
求
め
た
ほ
か
、災
害
復
旧
工
事
発
注
時

の
災
害
出
動
企
業
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
の
付
与
も
強
く
訴
え
た
。

大 槻 博 太
（一社）福島県電設業協会
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監
視
委
の
意
見
聴
取
は
毎

年
、総
合
設
備
協
会
の
ほ
か

県
建
設
業
協
会
、県
建
設
専

門
工
事
業
団
体
連
合
会
、県

土
木
建
築
調
査
設
計
団
体
協

議
会
と
個
別
事
業
者
に
対
し

て
行
っ
て
い
る
。今
回
は
工

事
の
指
名
競
争
の
ほ
か
①
総

合
評
価
方
式
②
最
低
制
限
価

格
お
よ
び
低
入
札
価
格
調
査

制
度
③
応
札
環
境
④
元
請
・

下
請
関
係
適
正
化
対
策
⑤
社

会
保
険
加
入
対
策
⑥
電
子
入

札
・
電
子
閲
覧
―
な
ど
の
設

問
を
設
け
た
。

総
合
設
備
協
会
は
大
槻
会

長
と
副
会
長
の
大
内
弘
之
県

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
長
、

野
内
忠
宏
県
電
設
業
協
会
専

務
理
事
ら
が
出
席
し
た
。

指
名
競
争
に
つ
い
て
は
業

種
ご
と
ま
た
は
地
域
ご
と
に

事
業
者
数
に
差
が
あ
る
た

め
、建
築
設
備
工
事
の
場
合
、

地
域
に
よ
っ
て
は「
指
名
候

補
者
数
12
者
以
上
」の
基
準

を
満
た
さ
ず
制
度
運
用
に
至

ら
な
い
地
域
が
半
数
以
上
を

占
め
る
と
指
摘
。
12
者
基
準

の
運
用
を
弾
力
的
に
行
い
、

全
地
域
で「
地
域
を
守
る
事

業
者
の
育
成
」と
い
う
制
度

本
来
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
た
。農
林
水
産
、

土
木
部
以
外
の
部
局
へ
の
導

入
、対
象
金
額（
３
０
０
０
万

円
以
下
）の
拡
大
も
求
め
た
。

総
合
評
価
方
式
で
は
、工

事
成
績
と
優
良
工
事
表
彰
の

評
価
対
象
期
間
延
長
、
１
億

円
未
満
の
他
部
局
発
注
工
事

で
の
適
用
、地
域
に
密
着
し

た
企
業
に
対
す
る
配
点
へ
の

配
慮
を
要
請
。標
準
型
と
簡

易
型
に
お
け
る
施
工
計
画
審

査
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
の
提
示

と
工
事
成
績
80
点
以
上
の
細

分
化
し
た
評
価
も
求
め
た
。

最
低
制
限
価
格
と
低
入
札
調

査
制
度
は
設
定
水
準
の
引
き

上
げ
と
算
定
根
拠
の
公
表
、

低
入
調
査
該
当
時
の
合
否
判

断
期
間
短
縮
を
要
望
し
た
。

応
札
環
境
に
つ
い
て
は
、

作
業
員
の
急
速
な
高
齢
化
が

進
む
建
築
設
備
業
界
に
と
っ

て
、入
職
し
や
す
い
職
場
環

境（
賃
金
、休
日
、福
利
厚
生
）

へ
の
改
善
が
急
務
で
あ
り
、

若
年
者
に
技
術
・
技
能
や
現

場
作
業
の
重
要
性
、
も
の
づ

く
り
の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え

て
い
く
こ
と
も
課
題
と
し

て
、地
元
企
業
が
地
元
の
仕

事
を
受
注
で
き
、将
来
課
題

に
対
応
し
な
が
ら
経
営
を
継

続
で
き
る
入
札
制
度
を
訴
え

た
。入
札
制
度
に
関
す
る
要

望
で
は
こ
の
ほ
か
、①
時
期

が
偏
ら
な
い
徹
底
し
た
発

注
・
施
工
時
期
の
平
準
化
と

適
切
な
工
期
設
定
②
積
算
事

務
等
の
入
札
準
備
期
間
の
十

分
な
確
保
と
質
問
提
出
期
間

の
延
長
③
現
場
状
況
を
十
分

に
反
映
し
た
積
算（
見
積
単

価
採
用
含
む
）や
工
期
設
定

の
実
施
④
ロ
ッ
ト
数
の
少
な

い
小
規
模
付
帯
工
事
等
の
実

勢
価
格
見
積
も
り
に
よ
る
積

算
の
実
施
⑤
中
長
期
的
な
発

注
見
通
し
の
公
表
を
盛
り
込

ん
だ
。

災
害
復
旧
工
事
の
発
注
で

採
用
さ
れ
る
公
募
型
随
意
契

約
方
式
の
改
善
も
求
め
た
。

公
募
随
契
は
災
害
対
応
に
関

係
な
く
、実
績
要
件
等
を
満

た
し
た
企
業
に
よ
る
価
格
競

争
と
な
る
た
め
、総
合
評
価

方
式
と
同
様
に
災
害
出
動
し

た
事
業
者
を
評
価
す
る
仕
組

み
を
訴
え
た
。電
子
入
札
閲

覧
シ
ス
テ
ム
の
県
全
部
局
へ

の
拡
充
と
入
札
公
告
情
報
の

一
元
的
な
提
供
も
求
め
た
。

  

協
会
の
皆
さ
ま
に
は
、昨

年
の
令
和
元
年
東
日
本
台
風

に
よ
る
県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー

被
災
時
に
お
い
て
、災
害
協

定
に
基
づ
く
電
気
設
備
の
被

災
状
況
調
査
、悪
天
候
や
昼

夜
を
問
わ
な
い
応
急
復
旧
へ

の
迅
速
な
対
応
な
ど
、
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

昨
年
の
台
風
で
は
、地
下

部
・
１
階
全
て
が
水
没
し
、機

械
・
電
気
設
備
が
被
災
、下
水

処
理
場
と
し
て
の
機
能
を
全

て
失
う
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
た
め
、点
検
・
状
況

把
握
に
要
し
た
期
間
は
約
３

カ
月
に
も
及
ぶ
な
ど
、多
大

な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
大

が
か
り
な
作
業
と
な
り
ま
し

た
。

  

電
気
設
備
に
関
し
て
は
、

受
変
電
設
備
が
被
災
し
商
用

電
力
に
よ
る
受
電
が
不
可
能

と
な
り
ま
し
た
。本
復
旧
に

は
、機
器
製
作
や
施
工
に
相

当
の
期
間
を
要
す
る
た
め
、

応
急
復
旧
当
初
に
お
い
て

は
、仮
設
発
電
機
に
よ
る
電

源
確
保
を
行
い
、
そ
の
後
、

仮
設
受
変
電
設
備
に
よ
り
段

階
的
に
復
旧
、運
用
を
開
始

す
る
対
応
と
い
た
し
ま
し

た
。な

お
、仮
設
発
電
機
の
台

数
が
多
く
な
る
と
給
油
や
運

転
監
視
等
の
管
理
が
難
し
く

な
る
た
め
、仮
復
旧
の
対
象

施
設
を
限
定
し
、必
要
最
低

限
の
施
設
の
み
に
給
電
し
ま

し
た
。

  

下
水
道
は
、公
衆
衛
生
の

確
保
、公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
な
ど
市
民
生
活
に
と
っ

て
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

一
つ
で
あ
り
、災
害
時
に
は

一
日
も
早
い
機
能
回
復
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

  

今
後
は
、災
害
対
応
を
い

か
に
円
滑
に
進
め
る
の
か
復

旧
工
事
の
工
程
管
理
が
重
要

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。県

と
い
た
し
ま
し
て
は
、緊
急

措
置
か
ら
応
急
復
旧
・
本
復

旧
完
了
に
至
る
ま
で
、段
階

的
に
処
理
機
能
や
水
質
を
改

善
す
る
復
旧
計
画
を
定
め
て

災
害
復
旧
事
業
を
推
進
し
、

受
注
者
と
一
体
と
な
っ
た

「
オ
ー
ル
県
北
浄
化
セ
ン

タ
ー
」で
一
日
も
早
い
復
旧

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

  
最
後
に
、最
近
の
社
会
状

況
の
変
化
は
大
き
な
も
の
が

あ
り
、我
々
発
注
者
も
含
め

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
対
策
や
働
き
方
改

革
な
ど
、従
来
の
仕
事
へ
の

取
り
組
み
方
を
変
革
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、建
設
現
場
等
に
お

け
る
受
注
者
お
よ
び
発
注
者

双
方
の
業
務
効
率
化
を
図
る

た
め
、
モ
バ
イ
ル
端
末
等
に

よ
る
映
像
と
音
声
の
双
方
向

通
信
を
用
い
た
立
会
お
よ
び

段
階
確
認
を
行
う「
遠
隔
臨

場
」を
試
行
し
て
お
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
従
来
の
現
場
立
ち

会
い
と
違
い
、様
々
な
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。協
会

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、新
た
な
手
法
を
用
い
な

が
ら
、今
後
と
も
地
域
に
根

差
し
た
産
業
と
し
て
の
役
割

を
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

寄

稿

寄

稿

県
は
、指
名
競
争
に
つ
い

て
１
年
を
通
し
て
試
行
し
制

度
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
お
り
、地
域
性
を
反
映

し
た
運
用
の
在
り
方
は
今

後
、検
討
の
対
象
と
な
る
見

通
し
。他
部
局
で
の
導
入
は

恣
意
性
排
除
の
観
点
か
ら
対

象
案
件
を
電
子
閲
覧
、電
子

入
札
に
限
定
し
て
い
る
た

め
、電
子
入
札
の
環
境
が
な

い
他
部
局
で
の
導
入
は
難
し

い
と
の
見
解
を
示
し
た
。

１
億
円
未
満
の
他
部
局
発

注
工
事
で
の
総
合
評
価
方
式

適
用
は
今
後
検
討
し
て
い
く

と
回
答
。工
事
成
績
等
の
評

価
対
象
期
間
延
長
も
検
討
す

る
方
向
だ
と
し
た
。

最
低
制
限
価
格
等
の
基
準

価
格
に
つ
い
て
は
試
算
の
結

果
、国
と
同
程
度
の
水
準
で

あ
り
、落
札
率
が
一
定
程
度

を
保
っ
て
い
る
と
し
て「
早

急
な
引
き
上
げ
は
要
し
な

い
」と
の
考
え
方
を
示
し
た

が
、県
独
自
の
算
定
式
に
つ

い
て
は
公
表
を
検
討
し
て
い

く
と
し
た
。

一
般
競
争
の
公
告
情
報
の

一
元
的
な
閲
覧
に
つ
い
て

は
、電
子
閲
覧
シ
ス
テ
ム
上

で
設
計
図
書
類
と
と
も
に
、

工
事
種
別
な
ど
項
目
を
絞
っ

て
公
開
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
と
し
た
。実
際

の
公
告
内
容
は
、各
発
注
機

関
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
す
る
。

入
札
制
度
の
運
用
見
直
し

に
関
し
て
は
、今
後
検
討
を

進
め
監
視
委
に
諮
っ
た
上

で
、早
い
も
の
は
令
和
３
年

度
か
ら
反
映
さ
れ
る
見
通
し

だ
。

委
員
会
に
意
見
を
述
べ
る
大

槻
会
長（
前
列
右
）

県入札制度監視委・意見聴取

県北流域下水道建設事務所

建設課長 我妻　徹

最
低
制
限
価

格
等
算
定
式

県
が
今
後
公
表
検
討
へ

指名競争入札

候
補
者
数
、
柔
軟
な
運
用
を

候
補
者
数
、
柔
軟
な
運
用
を

県
総
合

設
備
協

公
募
随
契
の
災
害
対
応
評
価
も

候
補
者
数
、
柔
軟
な
運
用
を

候
補
者
数
、
柔
軟
な
運
用
を

令和元年東日本台風
の災害復旧について



（ 2）第 220号 令和 2 年 12 月 21日

働き方改革

改
正
労
基
法
に
対
応

２
月
ご
ろ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定

２
月
ご
ろ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定

理事会、委員会

コ
ロ
ナ
情
報
の
共
有
検
討

女
性
サ
ロ
ン　

今
年
度
は
リ
モ
ー
ト
で
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人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

就職の方向性見える　　西村　裕夢

　まず、一番に思った事は、仕事をするにあたって、配電にしろ内線
にしろ、暑さでやられるのではないかと思いました。少し現場の暑さ
をなめていました。外での作業で、電柱を立てるのに、穴を掘る必要
があり精々重機ですぐにできるなどと思っていました。それが、最初
は地中に埋っている配管を傷つけないために、手作業で掘るものだと
知り、とても大変な作業だと思いました。ましてや細い道で重機が通
れない場所では、最初から最後まで手作業でする事など考えられませ
んでした。
　次に、お客様が使いやすいように考えられて施工されていて、とて
も勉強になりました。施工図と全く同じにするのではなく、この場所
にこれを置くだろうと想定して、使いやすい場所に配置されていて、
将来私が、電気工事屋などに入り工事をする時には、ここまで考えら
れるようになりたいです。
　最後に、将来私が就職するにあたっての方向性も見えてきました。
もともとは、何々電設や何々電気工事など会社名のものは、あまり会
社の工事内容に、違いは無いのではないかと思っていましたが、会社
での説明を聞き、例えば、配電の仕事であったり、内線の仕事がメイ
ンの会社や、公共工事または民間工事や個人に対してのサービスだっ
たりと、会社を選ぶ際に、この事についても考えて決めたいです。現
在の考え方では、内線での仕事がメインで、個人に対してのサービス
や公共工事などをバランス良く受けている会社に入りたいです。

休みより仕事内容　　　　京極　健太

　私は、この３日間でインターンシップを終え、多くの事を気づくこ
とができました。
　まず、１日目の配電作業です。配電作業ではＶＣＰの交換と電柱を
立てる現場作業を見学しに行きました。そこでの作業では、熱中症の
対策や安全を第一に考え声を掛け合って作業をしていたので、やはり
声の掛け合いは大事だと気づきました。
　２日目は、定住住宅の現場作業を見学しに行きました。そこでは、
テレビ用と普通のコンセントをクロスさせない配置を考えたり、緊急
時の押ボタンも、倒れた時にすぐに押せるよう低めに配置をしていて
住む人が満足できる、また住む人に感謝される事をしていて、人の事
を考え作業をするのは、本当に大切な事だと気づきました。
　そして、３日目は本名トンネルの現場を見学しに行きました。トン
ネル内は想像以上に涼しくて驚きました。また、トンネル内では、押
ボタン通報装置・非常電話、消火器などが設置されていて、緊急時の
対応をしっかりしていて流石だなと思いました。
　この３日間のインターンシップを通して、たくさんの事を経験し、
学ぶ事ができました。この３日間で学んだ事を将来に活かしていきた
いです。また、就職では休みや給料よりも人間関係や仕事の内容が私
に合っているかが一番大切だという事に気づきました。この事を踏ま
え、就職活動では仕事の内容を第一に考え、決めていこうと思います。

充実した３日間　　　　　江川　愛生

　私は、このインターンシップで佐藤電設に行きました。
　まず１日目は、ＶＣＰ交換と電柱立てでした。ＶＣＰ交換は暑い中、
高所作業車に乗り電柱の上の方についているＶＣＰという機械を新し
いのに取り替えるという作業で大変そうでした。それに、物凄く暑い
中でやっていたので、汗が止まらないほど出ていました。そして電柱
立ては、午後の暑い時間にやっていたのですが、作業している人達が
頭がボーッとして怪我や事故が起きないように、声かけをしていて安
全に気を付けていました。
　そして２日目は、湯川若者定住住宅の現場を見学しに行きました。
ここでは、子どもやお年寄りの人が使いやすいようスイッチの位置を
通常よりも低く設置したり、コンセントとＴＶケーブル一体型もＴＶ
ケーブルが隅に来て使いがってが良いように取り付けていて、お客様
の事をよく考えて作ったり施工していて自分も働いたらそういう事を
やってあげようと思いました。
　３日目は、トンネルの現場見学に行きました。ここでは、トンネル
に中に入って説明を聞きしました。夏は涼しいけど冬は寒くて辛くて
大変と言っていました。
　そして、このインターンシップを終えて自分に合ってる仕事内容や
分からなかった事が分かったり、いろいろな事に気づく事ができてと
ても充実したインターンシップになりました。

テクノアカデミー会津②

インターンシップ感想文

　

当
協
会
は
、働
き
方
改
革

に
伴
う
労
働
基
準
法
の
改
正

に
対
応
す
る
た
め
、会
員
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
（
勉

強
会
）を
開
く
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、開
催
は
支
部
単

位
と
す
る
。社
員
の
参
加
も

可
能
。今
後
日
程
を
調
整
す

る
が
、令
和
３
年
２
月
ご
ろ

を
予
定
し
て
い
る
。

　

労
働
基
準
法
が
改
正
さ

れ
、平
成
31
年
４
月
か
ら「
年

次
有
給
休
暇
の
５
日
取
得
義

務
」な
ど
が
順
次
施
行
さ
れ

て
い
る
。建
設
業
は「
時
間
外

労
働
時
間
の
上
限
規
制
」の

適
用
が
令
和
６
年
３
月
ま
で

除
外
さ
れ
て
い
る
が
、「
月
60

時
間
超
の
時
間
外
労
働
賃
金

の
割
増
率
引
き
上
げ
」が
令

和
５
年
４
月
か
ら
適
用
と
な

る
た
め
、時
間
外
労
働
の
縮

減
対
応
は
そ
れ
ま
で
に
行
う

必
要
が
あ
る
。

　

改
正
内
容
を
把
握
し
、自

社
の
労
務
管
理
の
現
状
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ

と
が
大
事
に
な
る
た
め
、
セ

ミ
ナ
ー
を
企
画
し
た
。１
カ

所
で
の
集
合
形
式
で
は
な

く
、開
催
希
望
の
あ
る
支
部

が
準
備
し
た
会
場
へ
講
師
が

出
向
き
、小
人
数
の
中
で
改

正
内
容
の
説
明
や
質
疑
応

　

当
協
会
は
11
月
12
日
、福

島
市
の
県
電
協
会
館
で
今
年

度
第
２
回
理
事
会
＝
写
真
＝

と
総
務
、技
術
・
安
全
、
広
報

各
委
員
会
の
今
年
度
第
１
回

会
合
を
開
い
た
。

　

理
事
会
に
は
正
副
会
長
、

理
事
、監
事
ら
約
20
人
が
出

席
し
た
。大
槻
博
太
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
後
、車
田
昭

総
務
委
員
長
と
松
﨑
則
行
技

術
・
安
全
委
員
長
、石
川
格
子

広
報
委
員
長
が
上
期
の
実
施

事
業
等
を
報
告
。事
務
局
が

上
期
収
支
決
算
を
説
明
し

た
。協
会
の
文
書
管
理
規
定

に
つ
い
て
も
審
議
し
、
い
ず

れ
も
承
認
し
た
。

　

総
務
委
員
会
か
ら
働
き
方

改
革
の
勉
強
会
と
し
て「
改

正
労
働
基
準
法
へ
の
対
応
セ

ミ
ナ
ー
」の
開
催
が
提
案
さ

れ
、
大
槻
会
長
が「
企
業
に

と
っ
て
重
要
な
事
項
」と
述

べ
、支
部
単
位
で
開
く
方
向

と
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
防
止
対
策
や
感
染
者

発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
対
策
等
の
情
報
を

会
員
間
で
共
有
す
べ
き
と
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。情
報
発

信
に
つ
い
て
今
後
検
討
す

る
。協
会
か
ら
の
情
報
共
有

メ
ー
ル
の
配
信
方
法
に
つ
い

て
も
改
善
を
検
討
す
る
。

　

席
上
、今
年
度
の
建
設
事

業
関
係
功
労
者
国
土
交
通
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
た
永
井
博

副
会
長
に
祝
金
を
贈
呈
し

た
。

　

各
委
員
会
は
理
事
会
に
先

立
ち
開
い
た
。総
務
委
員
会

で
は
働
き
方
改
革
の
勉
強
会

の
ほ
か
、県
総
合
設
備
協
会

と
し
て
県
入
札
制
度
等
監
視

委
員
会
に
提
出
す
る
県
入
札

制
度
へ
の
意
見
内
容
を
協
議

し
た
。

　

技
術
・
安
全
委
員
会
は
、継

続
教
育
事
業（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
）

に
つ
い
て
現
制
度
の
課
題
を

確
認
し
、講
習
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
登
録
費
用
に
関
す
る
意

見
を
出
し
合
っ
た
。今
年
度

末
の
理
事
会
に
改
正
案
を
諮

れ
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

　

広
報
委
員
会
は
女
性
ト
ー

ク
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
協
議
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す

る
方
向
で
一
致
し
た
。今
後

詳
細
を
固
め
る
。各
支
部
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
中
止

が
多
く
、中
止
の
影
響
等
を

話
し
合
っ
た
。令
和
３
年
度

の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
ゴ
ル
フ

の
み
の
開
催
と
す
る
。電
設

新
聞
の
掲
載
内
容
等
に
つ
い

て
も
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　

 

訂
正  　

10
月
号
で
今
年
度

県
優
良
工
事
表
彰
受
賞
現
場

と
し
て
掲
載
し
た
写
真
は
別

工
事
の
写
真
で
し
た
。お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

答
、対
応
策
の
意
見
交
換
を

行
う
形
式
を
想
定
し
て
い

る
。

　

講
師
は
県
働
き
方
改
革
推

進
セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
社
会
保
険
労
務
士
の
丹
治

正
夫
氏
、使
用
す
る
テ
キ
ス

ト
は
京
都
電
業
協
会
が
作
成

し
た「
電
気
事
業
者
の
た
め

の
改
正
労
働
基
準
法
・
わ
か

り
や
す
い
解
説
」を
予
定
し

て
い
る
。

 （
上
か
ら
）総
務
委
員
会
、技
術
・
安
全
委
員
会
、広
報
委
員
会
の
会
合  
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㎡
以
上
の
非
住
宅
対
象

協会のうごき協会のうごき
【10月】
　2～ 4日•１級電気工事施工管理技術検定試験講習会（学科コース）
　14日 •福島支部（お月見例会）
　21日 •会津支部（例会）
　26日 •会計事務所監査
　27日 •副会長会計監査
【11月】
　４日 •令和２年度優秀施工者顕彰式
　６日 •令和２年度第１回福祉・住宅連携会議
　12日 •第２回監事会、第２回理事会、各委員会並びに正副会長・総

務委員会合同会議
　16日 •循環型社会推進センター令和２年度第２回役員会

•県建産連第30回理事会
　17日 •第２回建災防県支部財政検討委員会
　19日 •福島支部（研修内容確認）
　20日 •会津支部（例会）
　25日 •令和２年建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰式
　27日 •(一財)ふくしま建築住宅センター適合証明業務

福島営業所　ＴＥＬ（024）553-4165
郡山営業所　ＴＥＬ（024）934-3065
いわき営業所　ＴＥＬ（0246）75-0700
楢葉営業所　ＴＥＬ（0240）23-6155

新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

―賛助会員募集－

　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・高効率な設備のトータルシステムを

適正価格で提供することで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします
・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧くださいTEL 024－534－7456お問い合わせは

購読会員無料ID発行中

ご活用ください、本紙Web

  ■購読会員ページの項目
□購読会員ニュース（速報版）□入札公告情報□完工高ランク
□建設予算□建設関係資料□発注見通し□住宅関係資料

改
正「
建
築
物
省

エ
ネ
法
」の
施
行

 　

こ
れ
ま
で
は
２
０
０
０
平

方
㍍
以
上
の
大
規
模
建
築
物

の
新
築
・
増
改
築
が
、省
エ
ネ

基
準
適
合
判
定
の
対
象
で
し

た
が
、建
築
物
省
エ
ネ
法
の

改
正
に
よ
り
、
３
０
０
平
方

㍍
以
上
の
非
住
宅
建
築
物
を

新
築
等
す
る
際
に
、省
エ
ネ

基
準
へ
の
適
合
が
義
務
付
け

ら
れ
、令
和
３
年
４
月
１
日

以
降
の
建
築
確
認
申
請
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。建
築
主
は

対
象
建
築
物
の
省
エ
ネ
計
画

（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

確
保
計
画
）を
作
成
し
、省
エ

ネ
判
定
機
関
等
に
提
出
し
て

省
エ
ネ
基
準
適
合
判
定
を
受

け
、省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
を
証
す
る
通
知
書
を

受
領
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

建
築
確
認
時
に
は
、
こ
の

通
知
書
の
写
し
を
提
出
し
な

け
れ
ば
確
認
済
証
が
交
付
さ

れ
ず
、
ま
た
、
完
了
検
査
で

は
省
エ
ネ
適
合
性
判
定
を
受

け
た
省
エ
ネ
計
画
ど
お
り
に

施
工
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

確
認
さ
れ
ま
す
。

　

適
合
義
務
の
対
象
と
な
る

非
住
宅
建
築
物
は
、事
務
所
、

店
舗
、
ホ
テ
ル
、工
場
・
倉
庫

な
ど
で
、共
同
住
宅
等
の
住

宅
用
途
は
対
象
外
で
す
。ま

た
、
神
社
、
文
化
財
、
仮
設
建

築
物
、畜
舎
な
ど
も
対
象
外

と
な
り
ま
す
。床
面
積
は「
常

時
外
気
に
対
し
一
定
以
上
の

開
放
性
を
有
し
て
い
る
、高

い
開
放
性
を
有
す
る
部
分 

※

１  

」を
除
い
て
算
定
さ
れ
ま

す
。省

エ
ネ
適
合
判

定
の
評
価
方
法

　

省
エ
ネ
計
画
の
設
計
図
書

に
明
示
さ
れ
て
い
る
建
材
や

設
備
機
器
の
仕
様
等
に
よ

り
、計
算
さ
れ
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能（
Ｂ
Ｅ
Ｉ
値

 

※
２  

）が
上
限
値
１
・
０
以
下

に
な
っ
て
い
る
か
を
評
価
し

ま
す
。

　

こ
の
評
価
方
法
に
は
①
モ

デ
ル
建
物
法
と
②
標
準
入
力

法
と
が
法
令
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。①
モ
デ
ル
建
物
法

は
、建
築
物
の
用
途
ご
と
に

モ
デ
ル
建
物
を
用
い
て
計
算

す
る
簡
易
な
評
価
方
法
で

す
。②
標
準
入
力
法
は
、建
築

の
全
て
の
情
報
を
室
ご
と
に

詳
細
に
入
力
し
て
計
算
す
る

 

施
工
時
の
留
意
点

　

設
計
図
書
に
明
示
さ
れ
た

建
材
や
設
備
機
器
の
仕
様
等

の
と
お
り
に
施
工
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。現
場
と
設
計

図
書
を
照
合
し
な
が
ら
施
工

管
理
し
て
い
く
た
め
、省
エ

ネ
計
画
の
設
計
図
書
を
備
え

て
お
き
ま
す
。

▽
機
器
類
の
選
定
の
注
意
点

　

省
エ
ネ
適
合
判
定
で
は
、

照
明
器
具
の
型
番
や
消
費
電

力
、定
格
能
力
等
の
仕
様
に

よ
り
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性

能
を
評
価
し
て
い
る
の
で
、

設
備
機
器
等
の
製
造
者
・
製

品
が
設
計
図
書
で
特
定
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら

の
仕
様
を
確
認
し
て
施
工
管

理
を
進
め
ま
す
。ま
た
、製
造

者
・
製
品
を
特
定
し
て
い
な

い
場
合
は
、工
事
監
理
者
の

承
諾
に
よ
り
仕
様
に
基
づ
く

同
等
品
機
器
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。現
場
に
設

置
し
た
設
備
機
器
等
に
つ
い

て
は
、
そ
の
能
力
が
わ
か
る

納
入
仕
様
書
や
性
能
証
明
書

類（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
製
品
認
証
証
明

精
緻
な
評
価
方
法
で
、
モ
デ

ル
建
物
法
に
比
べ
設
計
図
書

に
明
示
す
る
設
備
機
器
等
の

範
囲
が
広
く
な
り
、施
工
時

や
竣
工
時
に
検
査
・
確
認
す

る
個
所
数
が
多
く
な
り
ま

す
。

書
等
）が
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
る
の
で
工
事
監
理
者
と

協
議
し
ま
し
ょ
う
。

　

施
工
時
に
、省
エ
ネ
計
画

の
設
備
機
器
等
に
変
更
が
生

じ
る
こ
と
も
あ
り
、適
切
に

対
応
す
る
た
め「
省
エ
ネ
計

画
の
変
更
」に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

▽
省
エ
ネ
適
合
判
定
を
受
け

た
省
エ
ネ
計
画
の
変
更

　

変
更
が
生
じ
る
場
合
、
そ

れ
が 【
別
表
】  の
ど
の
変
更
に

該
当
す
る
か
工
事
監
理
者
と

協
議
し
、完
了
検
査
前
ま
で

に
工
事
監
理
者
と
共
に
必
要

書
類
を
準
備
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。な
お
、省
エ
ネ
計
画

の
変
更
は
、建
築
確
認
の
設

計
変
更
ま
た
は
軽
微
な
変
更

と
は
全
く
別
に
扱
わ
れ
ま

す
。

　

 【
別
表
】  

の
ル
ー
ト
Ｃ
や

「
軽
微
な
変
更
に
該
当
し
な

い
変
更
」の
場
合
に
は
、省
エ

ネ
判
定
機
関
等
に
、変
更
と

な
る
省
エ
ネ
計
画
を
提
出

し
、証
明
書
の
発
行
や
通
知

書
の
交
付
を
求
め
る
こ
と
に

な
る
の
で
注
意
を
要
し
ま

す
。

　

建
材（
断
熱
材
や
ガ
ラ
ス
）

の
性
能
を
向
上
さ
せ
る
材
料

変
更
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
が
向
上
す
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、設
備
機
器
の
性

能
向
上
、例
え
ば
照
明
器
具

の
照
度
、空
調
機
の
冷
暖
房

能
力
等
を
向
上
さ
せ
る
変
更

は
、必
ず
し
も
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
が
向
上
す
る
も
の

と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
低
下

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
特
に

注
意
を
要
し
ま
す
。

▽
Ｂ
Ｅ
Ｉ
値
が
０
・
９
未
満

の
場
合

　

軽
微
な
変
更
ル
ー
ト
Ｂ
の

場
合
は
、設
備
機
器
等
で
一

定
の
範
囲
内（
消
費
電
力

10
％
を
超
え
な
い
増
加
な

ど
）の
変
更
で
あ
れ
ば
、再
計

算
や
変
更
後
の
適
合
判
定
を

受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。照
明
や
空
調
等
の
変
更

が
複
数
ま
た
は
設
備
全
て
に

あ
っ
て
も
、各
設
備
の
変
更

が
各
々
一
定
の
範
囲
内
で
あ

れ
ば
同
様
に
扱
わ
れ
る
た

め
、Ｂ
Ｅ
Ｉ
値
が
０
・
９
未
満

の
場
合
は
機
器
選
定
が
比
較

的
容
易
に
な
り
ま
す
。こ
れ

は
、
設
備
機
器（
製
造
者
・
製

品
等
）を
設
計
時
で
は
な
く

施
工
時
で
決
め
る
場
合
の
有

効
な
方
法
で
す
。

完
了
検
査
の
準
備

 　

現
場
と
省
エ
ネ
適
合
判
定

の
設
計
図
書
と
整
合
し
て
い

る
か
ど
う
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、

不
整
合
の
場
合
は
、
ど
の
設

備
機
器
等
が
合
っ
て
い
な
か

確
認
し
て
変
更
手
続
き
や
必

要
書
類
を
準
備
し
ま
す
。

　

省
エ
ネ
適
合
判
定
や
変
更

の
対
応
方
法
な
ど
、分
か
ら

な
い
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

省
エ
ネ
適
判
機
関
で
あ
る
、

ふ
く
し
ま
建
築
住
宅
セ
ン

タ
ー
各
事
務
所
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
４
月
か
ら
義
務
化

中
規
模
建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
判
定

中
規
模
建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
判
定

　

改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
が
令
和
３
年
４
月
か
ら
完
全

施
行
と
な
り
、
３
０
０
平
方
㍍
以
上
の
中
規
模
建
築
物

（
非
住
宅
）に
つ
い
て
、建
築
確
認（
省
エ
ネ
適
判
）や
完
了

検
査
で
省
エ
ネ
基
準
適
合
審
査
が
義
務
化
さ
れ
る
。一
般

財
団
法
人
ふ
く
し
ま
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
の
川
音
真
悦

事
業
担
当
部
長
に
注
意
点
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

 ※１��　その部分の床面積
に対する常時外気に開放
された開口部の面積の割
合が１／20以上であるこ
と等
 ※２��　ＢＥＩ＝設計一次
エネルギー消費量÷基準
一次エネルギー消費量

【別表】

省エネ適合判定を受けた省エネ計画の変更内容 必要書類

軽微な変更

ルートＡ
建築物のエネルギー消費性能を
向上させる変更

軽微変更説明書

ルートＢ

一定の範囲内で建築物のエネル
ギー消費性能を低下させる変更
（ＢＥＩ値＜0.9の場合に限る）
（当面の間、モデル建物法に限る
（国土交通省））

軽微変更説明書

ルートＣ
再計算によって基準適合が明ら
かな変更

軽微変更説明書 
軽微変更該当証
明書

軽微な変更に該当しな
い変更

上記に該当しない根本的な変更
変更後の計画に
係る適合判定通
知書



（ 4）第 220号 令和 2 年 12 月 21日

　

平
成
29
年
度
か
ら
福
島
県

で
は「
健
康
推
進
事
業
」に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、昨
年
度
と
今
年
度
は
県

南
地
区
の
モ
デ
ル
企
業
に
選

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。昨

年
度
は
ラ
イ
ザ
ッ
プ
さ
ん
、

今
年
度
は
カ
ゴ
メ
さ
ん
と
一

緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。運

動
と
食
生
活
に
つ
い
て
取
り

組
ん
だ
昨
年
は
体
重
減
量
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
の
改
善

な
ど
、
し
っ
か
り
と
数
値
で

結
果
を
出
し
ま
し
た
が
、
リ

バ
ウ
ン
ド
に
至
り
ま
し
た
。

　

食
の
改
善
に
集
中
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
今
年
は
、

個
々
に
自
ら
の
状
況
を
受
け

入
れ
、地
道
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。最
新
の
機
械
で
、野

菜
の
摂
取
量
を
測
れ
る
機
械

を
導
入
し
、毎
日
記
録
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
が
続
か
な

そ
う
で
し
っ
か
り
全
員
で
取

り
組
み
続
け
て
い
ま
す
。

　

２
年
間
の
取
り
組
み
で
、

新
し
い
こ
と
を
加
え
る
よ
り

も
、今
の
生
活
の
中
で
置
き

換
え
て
取
り
組
む
こ
と
の
方

が
長
続
き
し
、結
果
が
出
や

す
い
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、

会
社
の
仲
間
と
み
ん
な
で
取

り
組
む
環
境
づ
く
り
も
大
切

で
す
。取
り
組
み
そ
の
も
の

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
環
境
づ
く
り
か
ら
健
康

づ
く
り
は
始
ま
っ
て
い
ま

す
。今
ま
で
以
上
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
会

社
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た（
東
陽
電

気
工
事
㈱
・
石
川
格
子
）。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ

月
を
切
り
ま
し
た
。今
年
は

年
間
を
通
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
等
が
延

期
・
中
止
と
な
り
、今
ま
で
に

な
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
で
す
と
12
月
と
い
え
ば

忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
等
で
忙
し
い
時
期
で

す
が
、今
年
は
自
粛
ム
ー
ド

で
在
宅
の
時
間
が
多
く
な
り

そ
う
で
す
。

　

さ
て
最
近
の
福
島
市
の
話

題
で
す
が
、
８
月
末
に
福
島

市
唯
一
の
百
貨
店
・
中
合
さ

ん
が
閉
店
と
な
り
、福
島
駅

東
口
前
中
心
市
街
地
の
賑
わ

い
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、空
き
ビ
ル
の
１
階
を
商

業
ス
ペ
ー
ス
、
２
階
を
交
流

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。12
月
15
日
か
ら
、再
開
発

ビ
ル
建
設
に
向
け
た
空
き
ビ

ル
解
体
が
始
ま
る
直
前
の
令

和
４
年
２
月
ま
で
の
期
限
付

き
で
す
が
、賑
わ
い
創
出
の

た
め
の
官
民
一
体
と
な
る
新

た
な
取
り
組
み
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

近
く
に
建
設
さ
れ
て
い
る

県
立
医
科
大
学
保
健
科
学
部

に
つ
い
て
は
令
和
３
年
４
月

の
開
設
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、福
島
駅
東
口
中
心
市
街

地
に
新
た
な
賑
わ
い
が
創
出

さ
れ
、地
元
経
済
が
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ

で
す（
㈱
佐
藤
電
気
商
会
・
佐

藤
卓
立
）。

　

コ
ロ
ナ
感
染
が
急
速
に
拡

大
蔓
延
し
て
い
る
。緊
急
事

態
宣
言
の
時
期
と
比
べ
感
染

へ
の
理
解
が
進
み（
慣
れ
と

も
言
え
る
）、気
の
緩
ん
だ
行

動
変
容
が
み
ら
れ
る
。私
は

大
丈
夫
と
思
う
油
断
が
感
染

拡
大
の
要
因
で
、政
府
の
方

針
や
地
方
自
治
体
の
政
策
で

は
防
止
策
に
限
界
が
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
結
果

で
あ
り
、個
人
の
気
の
緩
み

が
最
大
の
原
因
だ
と
思
う
。

　

感
染
拡
大
の
原
因
行
動

は
、三
密
は
も
ち
ろ
ん
会
食

や
家
族
間
の
食
事
の
あ
り
方

と
思
い
気
を
付
け
て
い
る
。

食
事
会
は
換
気
の
よ
い
場
所

を
選
び
め
い
め
い
に
取
り
分

け
配
膳
を
し
て
、家
族
で
も

別
々
の
部
屋
、
テ
ー
ブ
ル
で

飲
食
を
し
て
い
る
。食
事
で

口
に
入
る
コ
ロ
ナ
菌
は
胃
酸

で
死
滅
す
る
の
で
、会
話
に

よ
る
飛
沫
を
防
止
す
る
マ
ス

ク
会
食
を
薦
め
る
。私
は
マ

ス
ク
を
半
分
に
折
っ
て
鼻
マ

ス
ク
会
食
を
行
っ
て
い
る
。

　

通
常
時
は
、二
重
に
マ
ス

ク（
表
面
汚
染
対
応
）を
す
る

の
が
よ
り
清
潔
に
マ
ス
ク
を

利
用
す
る
基
本
と
思
い
実
践

し
て
い
る
。
手
洗
い
、
う
が

い
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
は
も

ち
ろ
ん
、健
康
に
気
を
付
け

て
毎
日
の
生
活
で
コ
ロ
ナ
対

策
を
習
慣
化
す
る
こ
と
が
、

今
後
の
コ
ロ
ナ
対
策
そ
の
も

の
だ
と
思
う
。「
希
望
」
を

持
っ
て
コ
ロ
ナ
禍
に
打
ち
勝

ち
ま
し
ょ
う
。合
掌（
三
浦
電

気
工
事
㈱
・
三
浦
光
博
）

　

我
が
家
に
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除

機
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。説

明
書
を
読
む
と
、
ス
マ
ホ
に

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
と
、
ど
こ
か
ら
で
も
操
作

が
可
能
と
な
り
、清
掃
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
エ
リ
ア
の
管
理

が
で
き
る
と
の
こ
と
。早
速
、

設
定
を
進
め
て
い
く
と
、Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
へ
の
接
続
画
面
が

出
て
き
ま
し
た
。

　

家
に
は
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
無
い

ん
だ
け
ど
…
。す
る
と
妻
が

「
ボ
タ
ン
押
せ
ば
動
く
ん

じ
ゃ
な
い
」『
ポ
チ
ッ
と
な
』

ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
始
動
！
ス

マ
ホ
は
使
わ
な
く
て
も
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
の
。な
ど
と
話

し
て
い
る
と
、隣
の
部
屋
か

ら「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」が
や
っ

て
来
ま
し
た
。初
め
て
見
る

物
体
に
興
味
津
々
。特
に
本

体
か
ら
飛
び
出
し
た
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
ブ
ラ
シ
が
動
く
の
が

面
白
い
ら
し
く
、首
を
傾
げ

て
見
て
い
た
と
思
っ
た
ら
、

追
い
か
け
始
め
ま
し
た
。

　

遊
ぼ
う
と
し
た
の
に
悪
い

け
ど
、今
は
試
し
た
だ
け
な

の
で
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、

充
電
器
に
セ
ッ
ト
し
ま
し

た
。し
ば
ら
く
す
る
と
掃
除

機
が
再
始
動
。傍
ら
に
は
前

足
で
捕
ま
え
よ
う
と
す
る

「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」の
姿
が
。

ど
う
や
ら
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン

を
押
し
た
み
た
い
で
す
。我

が
家
に
は「
し
ょ
う
ち
ゃ
ん
」

が
い
て
く
れ
る
の
で
、
ス
マ

ホ
で
の
遠
隔
操
作
は
必
要
な

い
み
た
い
で
す（
旭
電
気
工

事
㈱
・
渡
部
昌
彦
）。

　

中
国
河
北
省
武
漢
市
で
発

生
し
た
と
い
わ
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、野
生
コ

ウ
モ
リ
が
発
生
源
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
。感
染
は
飛
沫

と
接
触
の
２
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。飛
沫
感
染
は
感

染
者
の
く
し
ゃ
み
、咳
、唾
等

と
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
が
放
出

さ
れ
、口
や
鼻
か
ら
吸
い
込

む
。接
触
感
染
は
く
し
ゃ
み

や
咳
を
手
で
押
さ
え
た
後
、

そ
の
手
で
周
り
の
物
に
触
れ

ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
感
染
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
己
防
衛
の
方
法
に
は
社

会
的
距
離
を
と
る
こ
と
、
マ

ス
ク
の
着
用
、家
や
オ
フ
ィ

ス
内
の
十
分
な
換
気
な
ど
が

あ
り
ま
す
。弊
社
で
も
就
業

中
は
窓
を
開
け
て
、寒
さ
を

こ
ら
え
な
が
ら
暖
房
を
し
て

い
ま
す
。空
気
中
の
細
菌
を

除
く
次
亜
塩
素
酸
発
生
装
置

も
運
転
し
て
い
ま
す
。

　

閉
鎖
空
間
で
は
近
距
離
で

多
く
の
人
と
会
話
す
る
一
定

の
環
境
で
あ
れ
ば
、咳
や
く

し
ゃ
み
等
の
症
状
が
な
く
て

も
感
染
を
拡
大
さ
せ
る
リ
ス

ク
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
三
密（
密
閉
・
密
集
・
密

接
）の
回
避
、
マ
ス
ク
の
着

用
、手
指
の
消
毒
や
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
の
励
行
な
ど
の
徹
底

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
も
厳
し
く

な
り
ま
す
。感
染
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う（
㈱
和
泉

電
機
・
五
十
嵐
敬
三
）。

　

令
和
２
年
の
締
め
く
く
り

に
明
る
い
文
章
で
と
の
思
い

は
あ
る
の
だ
が
、今
年
を
振

り
返
る
と
ど
う
し
て
も「
コ

ロ
ナ
」を
避
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
。近
年
こ
ん
な
に
も

世
界
が
一
変
し
た
事
態
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

普
通
の
こ
と
が
普
通
で
な

く
な
り
、
あ
る
べ
き
も
の
す

る
べ
き
こ
と
に
多
く
の
制
約

と
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。何
百
年
も
続
く
祭

事
や
４
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
で
あ
っ
て
も
、中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ど
こ

に
も
向
け
ら
れ
な
い
や
る
せ

な
さ
の
感
情
が
沸
々
と
湧
い

て
く
る
。

　

経
済
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
中

で
都
市
の
封
鎖
に
踏
み
切
れ

な
い
状
態
の
中
、今
な
お
最

前
線
で
戦
っ
て
い
る
医
療
従

事
者
の
方
々
に
改
め
て
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。

　

た
だ
暗
く
下
を
向
い
て
ば

か
り
は
い
ら
れ
な
い
。現
状

を
受
け
入
れ
、新
た
な
生
活

様
式
を
確
立
し
、
こ
れ
か
ら

迎
え
る
新
年
に
今
年
成
し
得

な
か
っ
た
こ
と
が
達
成
で
き

る
と
強
く
期
待
を
ふ
く
ら
ま

せ
、
そ
し
て
マ
ス
ク
越
し
で

は
な
い
笑
顔
を
家
族
や
友

人
・
仲
間
と
交
わ
せ
る
日
が

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
心
待
ち

に
し
て
、令
和
２
年
最
後
の

編
集
後
記
と
し
ま
す
。

　

一
年
間
、記
事
の
提
供
、発

行
の
お
手
伝
い
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た（
広
報
委
員
・

萩
生
田
学
）。
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昔
は
50
代
の
自
分
な
ど
想

像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
い
ざ
そ
の
年
に
な
る
と

体
の
衰
え
、特
に
柔
軟
・
俊
敏

性
の
低
下
、健
康
診
断
結
果

の
基
準
値
オ
ー
バ
ー
、体
重

増
加
や
視
力
低
下
、
突
然

や
っ
て
く
る
肩
の
痛
み
等
、

体
の
あ
ち
こ
ち
に
致
命
的
で

は
な
い
に
し
ろ
不
具
合
が
生

じ
る
よ
う
に
な
り
、今
で
は

定
期
健
康
診
断
の
結
果
に
不

安
を
感
じ
つ
つ
一
喜
一
憂
す

る
毎
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
に
服
薬
も
効
果
的
だ

が
、
お
酒
を
控
え
よ
く
運
動

し
適
正
な
体
重
に
戻
す
こ
と

が
重
要
と
助
言
を
受
け
、生

活
を
改
め
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等

は
使
わ
ず
階
段
で
、近
く
の

コ
ン
ビ
ニ
に
は
徒
歩
、週
末

に
時
間
が
あ
れ
ば
散
歩
か
ラ

ン
ニ
ン
グ
、主
食
の
炭
水
化

物
は
控
え
野
菜
類
に
変
更
、

毎
朝
の
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
そ

れ
な
り
に
努
力
し
、時
間
は

か
か
り
ま
し
た
が
数
㌔
減
量

で
き
、診
断
結
果
も
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

世
界
的
な
出
来
事
も
重
な

り
、
よ
り
健
康
に
気
を
使
い

免
疫
力
を
上
げ
、病
気
を
寄

せ
付
け
な
い
体
づ
く
り
が
必

要
と
な
り
ま
す
。摂
生
し
た

生
活
が
面
倒
に
な
る
時
も
あ

り
ま
す
が
５
年
後
、
10
年
後

の
自
分
の
た
め
に
も
継
続
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。寒
さ

が
厳
し
い
時
期
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。皆
さ
ま
も
お
体
を

ご
自
愛
く
だ
さ
い（
高
柳
電

設
工
業
㈱
・
佐
藤
浩
二
）。
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郡
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会
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部

会

津

支

部

い
わ
き
支
部

い
わ
き
支
部

健
康
経
営
の
取
組

私
の
コ
ロ
ナ
対
策

ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機

世
界
を
震
撼
さ
せ
る 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

中
心
市
街
地
の
賑

わ
い
創
出
に
期
待

50
代
を
迎
え
て
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